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業

  

楽
し
い
高
齢
ク
ラ
ブ 令和５年も邁進令和５年も邁進



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

令和５年度 役員一覧令和５年度 役員一覧
役 職 名 氏　名 地　区

理事長　（総務組織部会担当） 岸下　富盛 吹三
副理事長（文化教養部会担当） 山根　茂男 千里新田
副理事長（健康促進部会担当） 平井　　勝 吹一吹六
副理事長（旅行企画部会担当） 田口佐貴子 山一
副理事長（社会奉仕部会担当） 芦塚　常子 山二
常務理事（広報宣伝部会担当） 森　　俊弘 藤白台
理事・南ブロック長 藤嶋　具治 吹三
理事・西ブロック長 木田　憲一 吹二
理事・中ブロック長 岡本　　章 千一
理事・東ブロック長 中釜　保夫 山五
理事・北ブロック長 福井　典彰 青山台
理事・総務組織部会長 宮﨑恵美子 津雲台
　総務組織部会副部会長 原　　宏治 吹南
理事・文化教養部会長 川　　誠一 吹三
　文化教養部会副部会長 中井　信夫 片山
　文化教養部会副部会長 千賀　勝子 千二
理事・社会奉仕部会長 北田　　勲 吹一吹六
　社会奉仕部会副部会長 大島　淳　 千三
　社会奉仕部会副部会長 押　冨美子 東
理事・広報宣伝部会長 石田　　清 豊一
　広報宣伝部会副部会長 楢﨑　裕弘 高野台
　広報宣伝部会副部会長 八田恭仁子 吹三
　健康促進部会長 平井　　勝 吹一吹六
　グラウンドゴルフ部長 川端　　哲 岸部
　ゲートボール副部長 井上　直樹 吹南
　ハイキング部長 阿部　誠行 南山田
　コーラス部長 濵田　智子 桃山台
　フォークダンス部長 伏見ミサヲ 山三
　四つ竹部長 寺地　初代 山二
理事・旅行企画部会長 奥谷　義信 山一
　旅行企画部会副部会長 塩山　章子 吹一吹六
理事・壮年部会長 川端　　哲 岸部
監事・会計監査 木田　憲一 吹二
監事・会計監査 岡本　　章 千一

本
格
的
な
始
動
を

本
格
的
な
始
動
を

吹
高
連
令
和
５
年
度 

総
会
を
開
催

　

吹
田
市
高
齢
ク
ラ
ブ
連
合

会
の
令
和
5
年
度
総
会
は
、

5
月
25
日
に
、
千
里
市
民
セ

ン
タ
―
大
ホ
ー
ル
で
代
議
員

や
各
単
位
ク
ラ
ブ
会
長
な
ど

１
１
６
名
の
出
席
の
も
と
盛

大
に
開
催
さ
れ
た
。
3
年
間

続
い
た
コ
ロ
ナ
禍
が
よ
う
や

く
落
ち
着
い
て
き
た
中
で
、

会
場
に
は
早
く
か
ら
出
席
者

が
集
ま
り
、
笑
顔
で
歓
談
す

る
光
景
が
見
ら
れ
た
。

　

総
会
は
岸
下
理
事
長
の
挨

拶
で
始
ま
り
、
新
役
員
改
選

や
令
和
5
年
度
の
活
動
方
針

及
び
事
業
計
画
、
予
算
案
な

ど
の
議
案
が
審
議
さ
れ
た
。

【
岸
下
理
事
長
の
開
会
挨
拶
】

　

岸
下
理
事
長
は
総
会
開
催

の
機
会
を
捉
え
て
、
令
和
2

年
4
月
に
一
般
社
団
法
人
に

踏
み
切
っ
た
背
景
や
経
緯
を

詳
し
く
説
明
さ
れ
て
、
各
専

門
部
会
の
編
成
並
び
に
部
会

編
成
等
々
こ
れ
ま
で
の
執
行

経
過
状
況
を
分
か
り
易
く
報

告
さ
れ
た
。

　

そ
の
上
で
、
今
年
度
か
ら
、

更
な
る
躍
進
に
向
け
、
各
専

門
部
会
が
事
業
体
を
本
格
的

に
稼
働
さ
せ
て
い
く
が
、
こ

れ
は
吹
高
連
の
将
来
を
決
定

づ
け
る
こ
と
に
な
る
の
で
、

各
専
門
部
会
・
吹
高
連
の
主

催
す
る
事
業
に
積
極
的
に
参

加
応
援
し
て
頂
き
た
い
と
熱

く
訴
え
ら
れ
た
。　
　
　
　

【
議
案
は
全
て
満
場
一致
で
承
認
】

　

今
年
度
は
役
員
改
選
期
に

な
る
の
で
、
役
員
選
考
委
員

会
の
山
根
委
員
長
か
ら
の
提

案
で
、
別
掲
の
役
員
が
承
認

さ
れ
新
役
員
の
紹
介
が
行
わ

れ
た
。
代
表
し
て
岸
下
理
事

長
が
挨
拶
を
行
な
い
、
そ
れ

ぞ
れ
の
事
業
達
成
に
向
け
て

力
強
く
決
意
表
明
を
行
っ
た
。

　

予
定
議
案
は
全
て
の
議
案

は
満
場
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

最
後
に
芦
塚
副
理
事
長
が
、

長
時
間
に
わ
た
る
議
案
審
議

に
謝
辞
を
述
べ
ら
れ
今
年
度

の
総
会
を
終
了
し
た
。

(2)久寿乃㐂 第 83号令和５年7月発行



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

令和５年度 活動予定令和５年度 活動予定
月　日 行 事 名 会 　 場

７月
1日 機関紙「久寿乃㐂」発行 第83号（夏号）
7日 第10回教養講座 高齢者生きがい活動センター

26〜28日 夏山登山 立山連峰

9月
6日 第10回カラオケ大会 メイシアター　中ホール
20日 社会奉仕の日（清掃）各地区で実施
下旬 吹田市交通安全大会 メイシアター　中ホール

10

月

2日 第11回ボウリング大会 関大前フタバボウル
10・19・25日 秋のバスハイキング A蓬莱山、Bほしだ園地、C宇治

17日 第27回スカイクロス大会 中の島スポーツグラウンド
20日 第62回吹高連大会 メイシアター　中ホール
26日 第74回ゲートボール大会 高野台コート
下旬 社会奉仕部会健康講座 高齢者生きがい活動センター

11

月

6・16日 秋のバスハイキング A蓬莱山、Bほしだ園地、C宇治
8日 第60回グラウンドゴルフ大会 桃山台スポーツグラウンド
9日 第39回囲碁大会 千里市民センター　大ホール

13〜24日 箕面健康ウォーク 滝・風呂谷・才ヶ原（Ａ・Ｂ・Ｃコース）
中旬 社会見学1泊2日旅行 未定

12

月
1日 秋のバスハイキング A蓬莱山、Bほしだ園地、C宇治

令和６年令和６年
1月 １日 機関紙「久寿乃㐂」発行 第84号（新年号）
2月 下旬 日帰り旅行 未定

3月

4日 第12回ボウリング大会 関大前フタバボウル

6日 第39回吹高連将棋大会 高齢者生きがい活動セン
ター

7日 第31回
グラウンドゴルフ交流大会 総合運動場

6〜7日 いきがい教室発表会 メイシアター　中ホール

※ このほかに電車で行くハイキング 17 回、四つ竹部慰問などをおこなう。
※ 定例会として、吹高連理事会（毎月１回実施）、吹高連代議員会（毎月１回実施）

主催・委託 行 事 ・事 業 名 内　容
吹田市受託事業 友愛訪問事業 全地区通年
吹田市受託事業 いきがい教室事業 通年

指定管理事業 高齢者生きがい活動センター
管理運営 令和８年度末まで

交通事故を無くす運動協議会 交通安全運動街頭啓発 キャンペーン応援

ゴミ０清掃活動

　千三地区では「ゴミ
0 の日」の清掃活動を 5
月 28 日にしました。
　場所は「気晴らしサロ
ン」と名付けて月 1 回
実施している円山町自
治会館周辺です。
　午前 10 時 30 分から 12 時過ぎまで草抜き、
溝にたまった枯葉の掃除、木の剪定等、参加
者 10 名で 30 袋を収集しました。
　当日は猛暑で汗が目に入るなどしながらも
みんなよく頑張りました。89歲の原田元会長、
本当にお疲れ様でした。そして皆様ありがと
うございました。

　令和5年5月30日『ゴ
ミ 0 の日』であったが、
あいにく台風の接近と
雨で中止にした。
　予備日としての、次
の日 (31 日） 小雨まじり

であったが、会員を招集した。
　 3 カ所 「第一遊園」「南千里みどり遊園」と「千
里山みどり遊園」に会員を配置。8 時 10 分から、
清掃を開始した。しょぼぬる雨の中での作業な
れど、皆懸命に鎌・手ばさみ・竹ぼうきなどで、 
枯れ木・草・空缶などのゴミ等を集め、ビニー
ル袋に詰めていく。（空缶は別） 。携帯で、3 カ
所の進行状況を把握し、9時45分には全て 終え、
参加者全員 25 名に飲料水を渡し、礼を述べ終
了した。
　みんなで一つになり、小雨を吹き飛ばす明る
い声での作業であったが、いつのまにか空は明
るくなり、雨も上がったようである。

千三地区第四福寿会
筒井 榮子

千里新田地区千新福寿会
山根 茂男

「千里山みどり遊園」で
清掃活動を実施する皆さん

猛暑の中頑張りました

(3) 久寿乃㐂第 83号 令和５年7月発行



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　

４
月
４
日
の
電
車
で
行
く

　

４
月
４
日
の
電
車
で
行
く

ハ
イ
キ
ン
グ
琵
琶
湖
疏
水
Ｂ

ハ
イ
キ
ン
グ
琵
琶
湖
疏
水
Ｂ

コ
ー
ス
は
天
候
に
恵
ま
れ

コ
ー
ス
は
天
候
に
恵
ま
れ
5151

　
　

ハ
イ
キ
ン
グ
部　

片
山
地
区
幹
事
　
中
山
　
雅
夫

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

名
が
参
加
し
ま
し
た
。1010
時
、
時
、

疏
水
に
行
く
人
た
ち
で
に
ぎ

疏
水
に
行
く
人
た
ち
で
に
ぎ

わ
う
わ
う
JRJR
山
科
駅
を
疏
水
公
園

山
科
駅
を
疏
水
公
園

電車で行く
ハイキング

に
向
か
っ
て
出
発
。

に
向
か
っ
て
出
発
。

　

疏
水
公
園
か
ら
西
に
少

　

疏
水
公
園
か
ら
西
に
少

し
歩
く
と
第
一
疏
水
諸
羽

し
歩
く
と
第
一
疏
水
諸
羽

ト
ン
ネ
ル
の
西
口
が
あ

ト
ン
ネ
ル
の
西
口
が
あ

り
、
疏
水
に
沿
っ
て
遊
歩

り
、
疏
水
に
沿
っ
て
遊
歩

道
が
続
い
て
い
ま
す
。
桜

道
が
続
い
て
い
ま
す
。
桜

の
花
び
ら
が
舞
う
遊
歩

の
花
び
ら
が
舞
う
遊
歩

道
、
桜
色
の
リ
ボ
ン
が
流

道
、
桜
色
の
リ
ボ
ン
が
流

れ
る
疏
水
、
と
き
お
り
行

れ
る
疏
水
、
と
き
お
り
行

き
交
う
疏
水
船
、
な
ん
て
優

き
交
う
疏
水
船
、
な
ん
て
優

雅
な
ハ
イ
キ
ン
グ
で
し
ょ

雅
な
ハ
イ
キ
ン
グ
で
し
ょ

う
。
疏
水
第
二
ト
ン
ネ
ル
手

う
。
疏
水
第
二
ト
ン
ネ
ル
手

前
の
広
場
で
昼
休
憩
。
と
き

前
の
広
場
で
昼
休
憩
。
と
き

お
り
起
こ
る
桜
吹
雪
の
中
で

お
り
起
こ
る
桜
吹
雪
の
中
で

の
昼
食
は
美
味
で
し
た
。

の
昼
食
は
美
味
で
し
た
。

　

昼
食
後
は
疏
水
に
別
れ

　

昼
食
後
は
疏
水
に
別
れ

を
告
げ
、

を
告
げ
、
BB
コ
ー
ス
と
し
て

コ
ー
ス
と
し
て

は
少
し
厳
し
い
急
な
登
り
下

は
少
し
厳
し
い
急
な
登
り
下

り
が
あ
る
山
道
を
抜
け
て
南

り
が
あ
る
山
道
を
抜
け
て
南

禅
寺
へ
。
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ

禅
寺
へ
。
蹴
上
イ
ン
ク
ラ
イ

ン
を
見
学
、
琵
琶
湖
疏
水
記

ン
を
見
学
、
琵
琶
湖
疏
水
記

念
館
で
疏
水
を
学
習
し
て
帰

念
館
で
疏
水
を
学
習
し
て
帰

路
に
。
四
条
河
原
町
ま
で
京

路
に
。
四
条
河
原
町
ま
で
京

都
の
街
並
み
を
楽
し
み
な
が

都
の
街
並
み
を
楽
し
み
な
が

ら
。
ら
。

　

心
地
よ
い
風
に
桜
の
花
び

　

心
地
よ
い
風
に
桜
の
花
び

ら
が
舞
う
風
情
あ
ふ
れ
る
最

ら
が
舞
う
風
情
あ
ふ
れ
る
最

高
の
一
日
で
し
た
。

高
の
一
日
で
し
た
。

（
参
加
者
の
感
想
よ
り
）

（
参
加
者
の
感
想
よ
り
）

桜
の
花
び
ら
舞
う

桜
の
花
び
ら
舞
う

琵
琶
湖
疏
水

琵
琶
湖
疏
水

満開の桜の下で

疏水船

(4)久寿乃㐂 第 83号令和５年7月発行



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

　

第
59
回
吹
高
連
春
季

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ

大
会
が
晴
天
に
恵
ま
れ

5
月
10
日
（
水
）
に
中

の
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
各

地
区
か
ら
２
４
０
余
名

が
参
加
し
て
開
催
さ
れ

　

5
月
27
日
（
土
）
高

野
台
コ
ー
ト
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
場（
通
称
竹
藪
）

で
恒
例
の
春
季
大
会
が

開
か
れ
た
。

　

今
回
は
、
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
部
部
長
の
藤
原

登
さ
ん
が
直
前
に
急
逝

さ
れ
た
た
め
、
そ
の
追

悼
大
会
と
な
っ
た
。

　

当
日
の
天
候
は
晴
れ

で
初
夏
を
思
わ
せ
る
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ン
だ
っ
た
。

試
合
開
催
に
当
た
り
、

岸
下
吹
高
連
理
事
長
、

故
藤
原
部
長
の
代
行
で

井
上
副
部
長
か
ら
の
挨

拶
に
続
き
投
稿
者
の
川

第59回 吹高連グラウンドゴルフ大会（春季大会）

第73回 吹高連春季ゲートボール大会

開会式

競技の様子

248名が大奮闘！248名が大奮闘！

健康の元、いつまでも健康の元、いつまでも

ま
し
た
。
試
合
に
先
立
っ
て
開

会
式
が
行
わ
れ
、
岸
下
富
盛

理
事
長
の
挨
拶
、
平
田
さ
ん

か
ら
の
ル
ー
ル
の
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

　

中
の
島
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
野
球

場
で
あ
り
、
外
野
は
芝
生
、
内

野
は
土
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
に
な
っ

て
い
る
た
め
打
ち
出
し
時
の
力

加
減
・
距
離
感
が
難
し
い
上
イ

レ
ギ
ュ
ラ
ー
も
あ
り
、
慣
れ
る

の
に
苦
労
し
た
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
メ
ン
バ
ー
は
数
々
の
実
践
を

積
ん
で
技
量
を
磨
き
上
げ
て

い
る
た
め
、
高
ス
コ
ア
が
期
待

さ
れ
ま
す
。
ゲ
ー
ム
は
和
気

あ
い
あ
い
と
進
め
ら
れ
る
中
、

ホ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン
が
出
る
な
ど

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。

（
吹
一
吹
六
地
区　

辻
本
幸
造
）

大
会
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

男　子

優　勝 合田　朝雄
（吹南・スコア53）

準優勝 福井　清司
（東・スコア54）

第３位 角田　延次
（岸部・スコア56）

女　子

優　勝 高木　泰子
（吹南・スコア58）

準優勝 島村　宣子
（吹一吹六・スコア59）

第３位 山本　洋子
（吹一吹六・スコア61）

成績表（敬称略）

端
審
判
長
か
ら
の
ル
ー
ル
説

明
が
あ
っ
た
。

　

恒
例
と
な
っ
た
第
1
ゲ
ー

ト
は
4
メ
ー
ト
ル
か
ら
3

メ
ー
ト
ル
に
短
く
設
定
さ
れ
、

参
加
者
に
優
し
い
通
過
し
や

す
い
考
慮
が
な
さ
れ
た
。

　

7
つ
の
地
区
か
ら
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
愛
好
者
が
集
ま
り
、

7
チ
ー
ム
に
分
か
れ
て
各
3

試
合
を
行
っ
た
。（
地
区
名
：

千
三
、
吹
星
、
山
三
、
吹
三

A
、岸
部
、吹
三
B
、南
正
雀
）

　

熱
戦
の
結
果
、
見
事
に

千
三
チ
ー
ム
が
優
勝
し
た
。

ち
な
み
に
準
優
勝
は
藤
原
さ

ん
が
所
属
さ
れ
て
い
た
山
三

チ
ー
ム
、
3
位
は
南
正
雀

チ
ー
ム
で
あ
っ
た
。

　

毎
回
、
に
ぎ
や
か
な
歓
声

の
中
、
参
加
者
同
士
の
交
流

も
あ
り
、
有
意
義
な
1
日
で

あ
っ
た
。

　

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
と
ゲ
ー
ト

ボ
ー
ル
を
愛
す
る
皆
さ
ん
の

健
康
が
末
永
く
続
き
ま
す
よ

う
に
と
願
っ
た
。

（
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
部川

端  
哲
）

(5) 久寿乃㐂第 83号 令和５年7月発行



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

(6)久寿乃㐂 第 83号令和５年7月発行
　

令
和
３
年
度
末
に
62
名
い

た
会
員
の
内
、退
会
者
３
名
、

鬼
籍
に
入
ら
れ
た
方
２
名
と

60
名
割
れ
に
な
り
、
90
歳
以

上
の
方
が
５
名
お
ら
れ
る
一

方
、
後
期
高
齢
以
前
の
会
員

様
が
５
名
と
１
割
を
切
り
、

会
の
存
続
が
危
惧
さ
れ
、
役

員
に
は
若
手
会
員
の
勧
誘
の

ハ
ッ
パ
を
掛
け
、
総
会
時
に

総
会
出
席
者
30
余
名
に
若
手

会
員
の
入
会
勧
誘
と
依
頼
、

１
年
掛
け
て
私
が
入
会
を
勧

　

当
会
で
行
っ
て
い
ま
す
グ

ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
に
つ
い
て

紹
介
し
ま
す
。

　

当
会
は
、
駅
前
・
東
・
七

尾
・
小
路
・
錦
寿
・
光
明
町
・

南
の
7
つ
の
高
齢
ク
ラ
ブ
で

構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

千
三
地
区
第
五
福
寿
会　

兒
山
　
　
攻

岸
部
高
齢
ク
ラ
ブ
宝
寿
会　

川
端
　
哲

会
員
増
強
活
動

会
員
増
強
活
動

会
員
増
強
活
動

会
員
増
強
活
動

め
て
入
会
い
た
だ
い
た
７
名

と
私
以
外
の
方
の
勧
め
で
入

会
い
た
だ
い
た
方
７
名
、
計

14
名
の
新
規
入
会
が
あ
り
、

人
数
的
に
は
一
応
の
成
果
を

見
た
様
で
す
が
、
私
の
勧
め

で
入
会
さ
れ
た
方
の
平
均
年

齢
71
才
、
他
の
方
の
勧
め
で

入
会
さ
れ
た
方
の
平
均
年
齢

が
83
才
、
な
か
な
か
思
う
様

に
は
行
か
な
い
現
状
で
は
あ

る
。
会
員
増
強
に
秘
策
が
あ

る
訳
で
は
な
く
、
一
人
一
人

に
誠
意
を
込
め
て
の
お
願
い

と
、
誰
も
が
参
加
し
た
い
と

思
う
活
動
の
タ
イ
ム
リ
ー
な

実
施
と
そ
れ
の
周
知
を
計
る

事
に
つ
き
る
。
毎
週
１
回
の

１
０
０
歳
体
操
、
主
催
は
福

祉
部
会
だ
が
参
加
者
の
６
割

が
第
五
福
寿
会
会
員
、
毎
月

２
回
の
お
し
ゃ
べ
り
会
と
銘

打
っ
た
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
、

こ
れ
に
は
そ
れ
ぞ
れ
年
間
延

５
０
０
名
参
加
者
が
あ
り
、

他
に
食
事
会
や
各
種
講
習
会

は
声
を
聞
い
た
ら
す
ぐ
に
実

施
す
る
様
に
し
て
い
る
。

　

と
は
い
う
も
の
の
次
期
世

代
へ
の
引
き
継
ぎ
を
念
頭
に

本
気
で
若
い
方
（
60
代
後
半

ま
で
の
方
）
の
入
会
を
勧
め

て
欲
し
い
。
後
１
年
か
、
２

年
は
私
も
新
規
役
員
育
成
の

お
手
伝
い
が
で
き
る
と
思
う

が
、
そ
の
先
の
事
に
は
身
体

的
に
自
信
が
無
い
。
月
に
４

～
５
回
の
病
院
通
い
や
、
抗

癌
剤
の
副
反
応
に
よ
る
免
疫

力
の
低
下
、
体
力
の
低
下
に

か
ろ
う
じ
て
耐
え
な
が
ら

…
。

　

私
が
こ
の
様
な
事
を
書
き

な
が
ら
、
千
三
地
区
か
ら
ま

た
１
つ
第
二
福
寿
会
が
姿
を

消
す
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
っ

た
の
が
心
苦
し
い
。

中
か
ら
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル

フ
愛
好
者
が
集
ま
り
、
毎
週

日
曜
日
の
9
時
か
ら
2
時
間

ほ
ど
地
区
内
の
岸
部
第
一
小

学
校
の
校
庭
を
お
借
り
し
て

行
っ
て
い
ま
す
。

　

令
和
4
年
度
の
参
加
者
登

録
数
は
総
勢
48
名
で
し
た
。

　

2
月
26
日
（
日
）
に
行
い

ま
し
た
年
に
1
度
の
大
会
の

集
合
写
真
で
す
。

　

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
を

愛
す
る
皆
さ
ん
の
健
康
が
末

永
く
続
き
ま
す
よ
う
に
心
か

ら
願
い
ま
す
。



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。
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豊
一
地
区
雉
子
畷
豊
寿
会　

石
田
　
清

千
三
地
区
第
三
福
寿
会　

柿
本
　
節
子

楽
し
か
っ
た
バ
ス
ツ
ア
ー

楽
し
か
っ
た
バ
ス
ツ
ア
ー

練
習
の
成
果
発
揮
！

練
習
の
成
果
発
揮
！

　

雉
子
畷
豊
寿
会
は
５
月
22

日
、
久
し
振
り
に
バ
ス
ツ

ア
ー
に
行
き
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
滋
賀
県
の
「
び

わ
こ
大
津
館
」
に
寄
り
、
英

国
風
の
バ
ラ
ガ
ー
デ
ン
が
丁

度
満
開
の
時
季
で
、
３
０
０

種
の
バ
ラ
が
赤
、
ピ
ン
ク
、

白
と
色
と
り
ど
り
で
綺
麗
で

し
た
。
び
わ
こ
に
も
面
し
て

お
り
眺
望
も
な
か
な
か
で
し

た
。

　

午
後
か
ら
は
、
近
江
八
幡

　
「
み
ん
な
で
仲
良
く
楽
し

く
プ
レ
ー
し
ま
し
ょ
う
！
」

の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
第

59
回
吹
高
連
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ

ル
フ
春
季
大
会
に
お
き
ま
し

て
、
千
三
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル

の
水
郷
め
ぐ
り
を
体
験
し
ま

し
た
。
６
～
８
人
乗
り
の
手

漕
ぎ
船
で
約
１
時
間
の
行
程

で
、
急
流
下
り
に
比
べ
安
全

度
は
高
く
安
心
で
す
。

　

葦
が
多
数
茂
っ
た
間
を

ゆ
っ
く
り
と
廻
り
ま
し
た

が
、
途
中
で
風
が
出
て
く
る

と
船
頭
さ
ん
は
操
縦
に
奮
闘

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

当
日
は
天
候
に
も
恵
ま

れ
、
総
勢
45
名
の
参
加
者
は

楽
し
い
１
日
の
思
い
出
を
そ

れ
ぞ
れ
作
れ
た
こ
と
と
思
い

ま
す
。

フ
同
好
会
の
会
員
、
西
端
京

子
さ
ん
が
５
位
に
入
賞
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
日
の
少
し
前
ま
で
体

調
を
崩
さ
れ
、
入
院
さ
れ
て

い
て
、
当
日
も
参
加
を
迷
っ

て
お
ら
れ
ま
し
た
が
見
事
な

入
賞
で
し
た
。

　

千
三
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ

同
好
会
は
、
小
学
校
の
グ
ラ

ウ
ン
ド
で
練
習
を
積
み
重
ね

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
日
々
練
習
を

こ
な
し
、
次
は
優
勝
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
！



（
株
（
株
））
Ｊ
Ｔ
Ｂ

Ｊ
Ｔ
Ｂ

中
央
区
久
太
郎
町

中
央
区
久
太
郎
町
２２
－－
１１
－－
2525

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル

Ｊ
Ｔ
Ｂ
ビ
ル
1212
階階

担
当
：
平
野　

凜

担
当
：
平
野　

凜

☎️
０
６
－
６
２
６
０
－
０
１
５
１

☎️
０
６
－
６
２
６
０
－
０
１
５
１

吹高連と旅行業者との間で登録制度をスタート
　吹高連は、令和５年度より組織内が主催する福祉バス旅行他、一般の日帰り旅行、宿泊旅行の安心　吹高連は、令和５年度より組織内が主催する福祉バス旅行他、一般の日帰り旅行、宿泊旅行の安心
安全と、旅行業者との密接な連絡体制を確保するため、別掲の旅行業者との間で登録制度を導入しまし安全と、旅行業者との密接な連絡体制を確保するため、別掲の旅行業者との間で登録制度を導入しまし
た。た。
　吹高連組織内で催行する旅行については、　吹高連組織内で催行する旅行については、別掲別掲登録業者の選定をお願いします。登録のない業者を利登録業者の選定をお願いします。登録のない業者を利
用する場合は、吹高連事務局を通じ、事前に登録の手続きを済ませるよう、業者に依頼してください。用する場合は、吹高連事務局を通じ、事前に登録の手続きを済ませるよう、業者に依頼してください。

（
株
）
ア
イ
．
テ
ィ
．
エ
ス

（
株
）
ア
イ
．
テ
ィ
．
エ
ス

摂
津
市
鳥
飼
本
町
３

摂
津
市
鳥
飼
本
町
３
－－
1212
－－
4646

担
当
：
谷
本　

篤
史

担
当
：
谷
本　

篤
史

☎️
０
８
０
－
４
４
３
０
－
１
３
３
５

☎️
０
８
０
－
４
４
３
０
－
１
３
３
５

（
株
）
ジ
ョ
イ
ッ
ク
ス

（
株
）
ジ
ョ
イ
ッ
ク
ス

淀
川
区
西
中
島

淀
川
区
西
中
島
５５
－－
８８
－－
３３

新
大
阪
サ
ン
ア
ー
ル
ビ
ル
北
館

新
大
阪
サ
ン
ア
ー
ル
ビ
ル
北
館

担
当
：
塩
野　

哲
邦

担
当
：
塩
野　

哲
邦

☎️
０
９
０
－
８
１
２
０

☎️
０
９
０
－
８
１
２
０
－－
４
５
６
５

４
５
６
５

吹高連を応援します！吹高連を応援します！

(8)第83号令和５年7月発行 久寿乃㐂

わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。



大
宝
観
光
（
株
）

大
宝
観
光
（
株
）

吹
田
市
岸
部
南

吹
田
市
岸
部
南
３３
－－
2121
－－
１１

担
当
：
新
宮　

成
人

担
当
：
新
宮　

成
人

☎️
０
９
０
－
７
７
５
２
－
５
８
０
６

☎️
０
９
０
－
７
７
５
２
－
５
８
０
６

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス（
株
）

名
鉄
観
光
サ
ー
ビ
ス（
株
）

北
区
梅
田

北
区
梅
田
３３
－－
３３
－－
4545

　

マ
ル
イ
ト
西
梅
田
ビ
ル
４
階

　

マ
ル
イ
ト
西
梅
田
ビ
ル
４
階

担
当
：
陣
川　

の
ぞ
み

担
当
：
陣
川　

の
ぞ
み

☎️
０
８
０
－
１
５
６
８
－
３
４
７
３

☎️
０
８
０
－
１
５
６
８
－
３
４
７
３

テ
ィ
ア
イ
観
光

テ
ィ
ア
イ
観
光

吹
田
市
桃
山
台

吹
田
市
桃
山
台
１１
－－
１１
－－
C1C1
－
１
１
２
０

－
１
１
２
０

担
当
：
池
村　

知
樹

担
当
：
池
村　

知
樹

☎️
０
９
０
－
５
２
４
７
－
１
８
０
４

☎️
０
９
０
－
５
２
４
７
－
１
８
０
４

（
株
）
明
楽

（
株
）
明
楽

摂
津
市
庄
屋

摂
津
市
庄
屋
１１
－－
1313
－－
1313
－
５
－
５

担
当
：
下
工
垣　

和
明

担
当
：
下
工
垣　

和
明

☎️
０
９
０
－
９
０
５
５
－
１
４
３
３

☎️
０
９
０
－
９
０
５
５
－
１
４
３
３

（
株
）
Ｔ
Ｎ
Ｋ
ツ
ー
リ
ス
ト

（
株
）
Ｔ
Ｎ
Ｋ
ツ
ー
リ
ス
ト

吹
田
市
朝
日
町

吹
田
市
朝
日
町
１１
－－
２
０
２

２
０
２

　
　
　
　

さ
ん
く
す
１
番
館

　
　
　
　

さ
ん
く
す
１
番
館
22
階階

担
当
：
田
中　

徹
治

担
当
：
田
中　

徹
治

☎️
０
９
０
－
３
０
５
２
－
６
６
３
１

☎️
０
９
０
－
３
０
５
２
－
６
６
３
１

コ
ス
モ
ス
ト
ラ
ベ
ル（
株
）

コ
ス
モ
ス
ト
ラ
ベ
ル（
株
）

摂
津
市
千
里
丘

摂
津
市
千
里
丘
２２
－－
1010
－
３
－
３

担
当
：
高
野　

浩
一

担
当
：
高
野　

浩
一

☎️
０
９
０
－
８
４
６
７
－
５
８
１
９

☎️
０
９
０
－
８
４
６
７
－
５
８
１
９

TT
－
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

－
Ｌ
Ｉ
Ｆ
Ｅ

　

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
株
）

　

パ
ー
ト
ナ
ー
ズ（
株
）

中
央
区
本
町

中
央
区
本
町
２２
－－
１１
－
６
－
６

堺
筋
本
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル

堺
筋
本
町
セ
ン
タ
ー
ビ
ル
1414
階階

担
当
：
岡
辺　

鉱
徳

担
当
：
岡
辺　

鉱
徳

☎️☎️06-6271-4421
06-6271-4421

ブ
ラ
ザ
ー
観
光

ブ
ラ
ザ
ー
観
光

東
淀
川
区
豊
里

東
淀
川
区
豊
里
７７
－－
１１
－－
１１

担
当
：
細
山
田　

剛

担
当
：
細
山
田　

剛

☎️
０
９
０
－
８
８
８
０
－
５
１
８
１

☎️
０
９
０
－
８
８
８
０
－
５
１
８
１

さあ旅に出よう

新しい旅の発見へ

大阪府知事登録
旅行業　第 2-2920 号
全国旅行業協会　正会員
う れ し い ！
楽 し い ♪
大 好 き ♡

旅の窓口…

ブラザー観光

　　旅行旅行  弁当弁当　

のご用命、

よろしくお願い

致します。

久寿乃㐂(9) 令和５年7月発行

わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

第 83号



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

保良のつり橋で一枚

(10)久寿乃㐂 第 83号令和５年7月発行
　

毎
年
多
く
の
参
加
者
で
賑

わ
う
吹
高
連
の
バ
ス
で
行
く

ハ
イ
キ
ン
グ
の
、
今
年
前
半

の
行
先
は
、
狸
の
焼
き
物
で

知
ら
れ
る
甲
賀
市
信
楽
町
で

す
。Ｎ
Ｈ
K
ド
ラ
マ「
ス
カ
ー

レ
ッ
ト
」
の
舞
台
と
な
っ
た

郷
の
、
陶
芸
と
豊
か
な
自
然

を
満
喫
す
る
こ
と
を
狙
い
と

し
て
い
ま
す
。

　

６
回
に
分
け
７
台
の
バ
ス

で
、
Ａ
B
Ｃ
の
３
コ
ー
ス
で

運
行
す
る
計
画
で
す
。
今
日

は
C
コ
ー
ス
、
バ
ス
２
台
87

名
が
参
加
し
ま
し
た
。

①
「
紫
香
楽
宮
跡
」

　

国
指
定
の
古
代
史
跡
群
で

奈
良
時
代
の
中
頃
、
聖
武
天

皇
が
造
営
し
た
都
の
跡
地
。

新
緑
の
五
月
晴
れ

心
地
よ
い
疲
労
感
に
包
ま
れ
て 豊

一
地
区
　
長
砂
　
修
一

吹
高
連
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
同
行
記

吹
高
連
バ
ス
ハ
イ
キ
ン
グ
同
行
記

　
　
『
焼
き
物
の
郷　

信
楽
観
光
』

　
　
『
焼
き
物
の
郷　

信
楽
観
光
』

東
大
寺
の
大
仏
造
立
が
発
願

さ
れ
た
場
所
で
も
あ
り
、
緑

の
松
林
に
囲
ま
れ
た
緩
い
坂

の
参
道
の
先
、
金
堂
跡
な
ど

種
々
の
土
塁
や
礎
石
が
並
ぶ

情
景
は
、
当
時
の
面
影
を
残

し
、
天
平
時
代
の
雅
や
か
な

雰
囲
気
が
偲
ば
れ
る
。

②
「
玉
桂
寺
」

　

奈
良
時
代
に
淳
仁
天
皇
が

造
営
し
た
保
良
宮
の
仮
御
所

と
し
て
始
ま
り
、
後
に
弘
法

大
師
が
一
堂
を
建
立
し
た
の

が
開
基
と
伝
え
ら
れ
る
由
緒

あ
る
高
野
山
真
言
宗
の
寺

院
。
本
尊
は
弘
法
大
師
で
、

見
所
が
大
変
多
い
お
寺
で

す
。

一
、
県
指
定
天
然
記
念
物
＝

高
野
槇
（
樹
齢
６
０
０
年
）

１
２
０
０
年
前
弘
法
大
師
が

植
え
た
。

二
、
国
指
定
重
要
文
化
財
＝

木
造
阿
弥
陀
如
来
立
像

三
、一
願
成
就
大
不
動
明
王

＝
像
高
13
ｍ

四
、
ボ
ケ
封
じ
観
音
像

五
、
子
宝
祈
願
股
木
杉
＝
跨

ぐ
と
子
宝
に
恵
ま
れ
る
。

ま
さ
に
、
仏
像
の
テ
ー
マ

パ
ー
ク
が
如
く
、
行
っ
て
良

か
っ
た
と
思
わ
せ
る
価
値
の

あ
る
お
寺
で
し
た
。

③
「
保
良
の
つ
り
橋
」

　

玉
桂
寺
の
行
き
帰
り
に
必

ず
渡
ら
ね
ば
な
ら
な
い
長
く

て
高
い
吊
橋
で
、
全
員
が
無

事
に
渡
れ
る
か
懸
念
さ
れ
た

が
、
一
部
の
人
に
足
が
竦
み

躊
躇
さ
れ
る
場
面
も
あ
っ
た

も
の
の
、
案
じ
た
程
の
心
配

も
な
く
、
安
堵
の
声
が
溢
れ

る
こ
と
と
な
っ
た
。

④
「
滋
賀
県
立
陶
芸
の
森
」

　

焼
き
物
を
通
し
、
地
域
産

業
の
振
興
と
新
し
い
文
化
創

造
、
情
報
発
信
を
目
的
と
し

た
公
園
で
、
園
内
到
る
所
に

世
界
の
陶
芸
家
に
よ
る
迫
力

満
点
の
屋
外
展
示
作
品
郡
が

見
れ
る
。

　

⑤
「
信
楽
産
業
展
示
館
」

　

見
れ
る
、
買
え
る
、
信
楽

焼
の
最
先
端
を
発
信
す
る

シ
ョ
ッ
プ
＆
ギ
ャ
ラ
リ
ー
。

一
番
の
人
気
集
客
施
設
で
す
。

　

疲
れ
を
癒
や
し
な
が
ら
の

昼
食
後
、
お
買
物
に
テ
ィ
ー

タ
イ
ム
に
、
出
発
時
間
ま
で

和
や
か
に
過
ご
し
ま
し
た
。



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

吹
三
地
区
南
寿
会
第
２
ク
ラ
ブ　

橋
本
　
潤
一

「
松
竹
新
喜
劇
・

「
松
竹
新
喜
劇
・

　
五
月
新
緑
公
演
」を
観
て

　
五
月
新
緑
公
演
」を
観
て

　

令
和
５
年
５
月
15
日

（
月
）、
南
寿
会
の
友
人
達
と

新
喜
劇
を
楽
し
も
う
と
、
大

阪
松
竹
座
へ
う
き
う
き
と
出

か
け
ま
し
た
が
気
が
は
や
っ

て
い
た
た
め
か
、
開
演
よ
り

も
だ
い
ぶ
早
く
着
き
そ
う
な

の
で
、
久
し
振
り
に
「
心
ブ

ラ
」（
心
ブ
ラ
わ
か
り
ま
す

よ
ね
）
を
楽
し
も
う
と
地

下
鉄
心
斎
橋
駅
で
途
中
下

車
。
コ
ロ
ナ
も
落
ち
着
い
た

よ
う
で
、
た
く
さ
ん
の
若
い

人
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
外
国

人
で
あ
ふ
れ
、
コ
ロ
ナ
の
時

の
寂
し
さ
は
ど
こ
へ
や
ら
? 

「
や
っ
ぱ
り
大
阪
は
南
や
な

あ
～
」
と
テ
ン
シ
ョ
ン
が
高

く
な
り
ま
し
た
。
せ
っ
か
く

な
の
で
、
法
善
寺
の
水
掛
不

動
さ
ん
に
お
参
り
。
水
を
か

け
お
祈
り
し
て
松
竹
座
へ
向

か
い
ま
し
た
。
初
め
て
の
松

竹
座
の
た
め
、
わ
く
わ
く
し

て
入
場
、
歌
舞
伎
座
と
同
じ

造
り
で
し
た
。

　

席
は
前
か
ら
３
列
目
、
役

者
の
汗
が
飛
ん
で
き
そ
う
！

お
芝
居
は
二
代
目
・
渋
谷
天

外
作
の
二
作
。

１
、「
花
ざ
く
ろ
」
は
実
直

な
植
木
職
人
の
三
次
郎
と
悪

妻
（
？
）
加
代
の
お
話
。
主

役
の
三
次
郎
の
「
藤
山
扇
治

郎
」
さ
ん
は
、
汗
を
い
っ
ぱ

い
か
い
て
の
熱
演
で
し
た
。

加
代
役
の
「
曾
我
廼
家
い
ろ

は
」
さ
ん
は
、
さ
す
が
女
優

さ
ん
と
思
わ
せ
る
別
嬪
さ
ん

で
し
た
。

２
、「
三
味
線
に
惚
れ
た
は

な
し
」
は
役
者
が
入
れ
替
わ

り
出
て
き
て
、
ド
タ
バ
タ
喜

劇
で
し
た
。
前
列
の
席
だ
っ

た
の
で
、
舞
台
の
大
道
具
、

特
に
家
・
樹
木
の
立
体
感
・

質
感
が
実
に
丁
寧
に
描
か
れ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
わ
か

り
、
劇
場
へ
行
っ
て
初
め
て

わ
か
る
素
晴
ら
し
さ
を
体
験

で
き
ま
し
た
。

　

子
供
の
頃
、
祖
母
が
新
喜

劇
が
好
き
で
よ
く
一
緒
に
見

て
い
ま
し
た
。
今
回
、
往
年

の
名
役
者
も
出
て
き
て
昭
和

の
大
阪
の
い
い
味
を
出
し
て

お
り
、
懐
か
し
く
、
ま
た
祖

母
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
お

り
ま
し
た
。
帰
り
は
「
た
こ

梅
」
で
美
味
し
い
お
で
ん
と

美
味
し
い
ビ
ー
ル
を
い
た
だ

き
、
あ
～
幸
せ
！
と
帰
っ
て

き
ま
し
た
。
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豊
一
地
区　

石
田
　
　
清

子
供
も
強
い

子
供
も
強
い
!!!!

　

４
月
15
日
豊
一
地
区
で
は

公
民
館
主
催
の
「
ジ
ャ
ン
ボ

将
棋
大
会
」
が
開
か
れ
ま
し

た
。　

子
供
と
大
人
の
対
局

で
、
小
学
生
は
４
年
生
か
ら

６
年
生
の
10
名
、
対
し
て
豊

寿
会
か
ら
４
名
が
出
場
し
ま

し
た
。

　

小
学
生
で
も
１
級
程
度
の

子
も
い
て
、
豊
寿
会
の
棋
士

が
負
け
そ
う
に
な
る
局
面
も

あ
り
ま
し
た
が
最
終
的
に
は

豊
寿
会
の
圧
勝
で
終
わ
り
ま

し
た
。

　

ま
た
、
で
き
れ
ば
２
回
目

も
や
り
た
い
と
の
感
想
も
出

さ
れ
て
い
ま
し
た
。



わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

千
三
地
区
第
五
福
寿
会　

兒
山
　
　
攻

病
窓
か
ら
の
景
色

病
窓
か
ら
の
景
色

　

眼
下
に
見
え
る
貨
物
ヤ
ー

ド
は
、
夜
中
の
２
時
、
３

時
と
い
う
の
に
ヤ
ー
ド
を

照
ら
す
少
な
い
照
明
の
下
、

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
の
オ
レ
ン

ジ
色
の
回
転
灯
の
み
が
右

か
ら
左
へ
、
手
前
か
ら
奥

へ
、
奥
か
ら
手
前
へ
、
奥
に

さ
が
っ
た
空
間
に
シ
ャ
ー
シ

ヘ
ッ
ド
が
バ
ッ
ク
で
入
り
込

ん
で
、
フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
か

ら
コ
ン
テ
ナ
を
受
け
取
り
静

か
に
ヤ
ー
ド
を
離
れ
て
行

く
。全
て
の
動
き
が
静
か
に
、

正
確
に
、
直
線
的
に
進
め
ら

れ
て
行
く
。
昼
間
と
は
趣
き

を
異
に
し
て
、
い
つ
ま
で
も

見
て
い
る
事
が
出
来
る
。

　

抗
癌
剤
の
副
反
応
で
移
さ

れ
た
個
室
で
の
10
月
18
日
の

朝
を
迎
え
る
。
空
に
明
る
さ

が
見
え
始
め
、
オ
レ
ン
ジ
色

の
朝
や
け
が
巾
を
広
げ
、
ブ

ル
ー
グ
レ
ー
の
大
空
の
方
へ

と
溶
け
込
ん
で
い
く
。
そ
の

直
後
生
駒
連
山
の
東
の
端
か

ら
真
横
に
走
る
稲
妻
の
様
に

嶺
線
を
浮
き
上
ら
せ
な
が
ら

地
球
と
大
空
を
切
り
さ
く
様

に
太
陽
が
顔
を
出
す
。
私
の

病
窓
よ
り
東
側
の
ビ
ル
は
背

光
を
拝
し
、
す
こ
し
前
よ
り

黒
く
見
え
、
西
側
の
大
き
な

流
通
倉
庫
の
壁
や
、
は
る
か

大
阪
梅
田
界
隈
の
高
層
ビ
ル

群
は
朝
日
を
反
射
し
金こ

ん
じ
き色

に

輝
き
、
関
西
の
富
の
塊
に
見

え
る
。
そ
の
後
わ
ず
か
５
分

を
待
た
ず
雲
一
つ
無
い
秋
空

に
太
陽
が
昇
り
切
る
。
そ
の

美
し
さ
は
己
の
病
を
忘
れ
さ

せ
る
ひ
と
と
き
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
町
に
は
普
段
通
り
の

騒
が
し
さ
が
戻
っ
て
く
る
。

吹
一
吹
六
地
区
第
十
楠
会　

楓
　
　
芳
雄

　

近
頃
の
ワ
ン
コ
は
幸
せ
者

で
あ
る
。
私
の
幼
か
っ
た
頃

の
ワ
ン
コ
は
屋
外
に
粗
末
な

犬
小
屋
が
有
っ
て
、
そ
こ
に

鎖
に
つ
な
が
れ
て
あ
っ
て
、

餌
と
言
え
ば
家
人
の
食
べ
残

し
（
残
飯
）
を
朝
夕
の
２
回

に
与
え
ら
れ
て
、
犬
小
屋
で

暮
し
て
い
る
の
が
常
で
し

た
。

ワ
ン
コ
の
今
と
む
か
し

ワ
ン
コ
の
今
と
む
か
し

　

年
に
一
度
、
狂
犬
病
の
予

防
注
射
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
が
、
血
統
書
付
き
の
名

犬
な
ら
イ
ザ
知
ら
ず
、
わ
が

家
の
ワ
ン
コ
は
ノ
ラ
犬
と
し

て
生
ま
れ
て
、
知
人
か
ら

譲
り
受
け
た
ワ
ン
コ
だ
か

ら
、
た
ま
に
注
射
を
受
け
て

も
、
毎
年
予
防
注
射
を
し
て

も
ら
う
事
も
無
く
、
家
人
か

ら
可
愛
が
っ
て
も
ら
っ
た
名

前
も
、「
ポ
チ
」
だ
っ
た
り

「
シ
ロ
」
だ
っ
た
り
、「
タ

ロ
ー
」
だ
っ
た
り
、
呼
ば
れ

て
い
た
よ
う
で
す
。
散
歩
に

連
れ
歩
く
よ
り
放
し
飼
い
状

態
で
、
近
所
の
子
供
達
と
一

緒
に
走
り
回
っ
て
い
ま
し

た
。
オ
シ
ッ
コ
も
ウ
ン
コ
も

ほ
っ
た
ら
か
し（
？
！
）だ
っ

た
よ
う
に
不
衛
生
極
ま
り
な

し
で
、
年
に
数
回
、
保
健
所

か
ら
犬
狩
が
来
て
、
ノ
ラ
犬

を
針
金
の
よ
う
な
も
の
で
首

を
絞
め
て
車
に
積
み
込
ん
で

連
れ
て
行
か
れ
て
し
ま
う
の

で
す
。
保
健
所
に
受
取
り
に

行
っ
て
、
ワ
ン
コ
の
名
前
を

呼
ん
で
も
近
づ
い
て
来
な

か
っ
た
ら
、
捕
獲
の
シ
ョ
ッ

ク
で
頭
が
損
傷
し
て
自
分
の

名
前
を
忘
れ
て
い
る
場
合
が

多
い
の
で
連
れ
て
帰
る
の
は

止
め
な
さ
い
と
言
わ
れ
て
泣

き
な
が
ら
帰
っ
た
事
が
有
っ

て
、
そ
の
後
ワ
ン
コ
の
居
な

い
淋
し
い
少
年
に
な
っ
た
事

を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
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古
江
台
地
区
寿
楽
会　

須
佐
美
淑
子

　

年
を
重
ね
る
と
な
ん
で
も

知
っ
て
る
気
に
な
り
、
日
常

の
新
鮮
度
が
弱
い
。
こ
の
連

休
に
、
風
穴
の
あ
く
体
験
が

で
き
た
の
で
、
書
い
て
み
ま

し
た
。

　

所
は
京
都
淀
。
競
馬
の
観

覧
。
京
都
競
馬
場
は
改
装
再

開
し
た
ば
か
り
の
、
大
規
模

で
美
し
い
施
設
。
そ
こ
へ
家

族
で
行
っ
た
の
で
す
。

　

入
る
と
、
い
き
な
り
の
大

ス
ク
リ
ー
ン
に
動
く
馬
の
姿

が
目
を
奪
い
ま
す
。
私
達
の

席
は
６
階
で
、
一
望
の
下
に

競
技
場
を
見
下
ろ
せ
ま
す
。

五
月
の
連
休

五
月
の
連
休芝

と
土
の
２
本
の
周
回
コ
ー

ス
、
中
央
に
小
島
、
大
モ
ニ

タ
ー
画
面
。
伸
び
や
か
な
、

晴
れ
ば
れ
と
し
た
空
間
に
吸

い
込
ま
れ
て
い
き
ま
し
た
。

　

10
時
に
第
一
走
。
フ
ァ
ン

フ
ァ
ー
レ
が
響
く
と
馬
た
ち

が
次
々
と
登
場
し
、
ゲ
ー
ト

に
入
る
ま
で
は
手
綱
を
引
く

人
と
と
も
に
、
ぐ
る
ぐ
る
小

さ
な
輪
を
つ
く
っ
て
回
っ
た

後
、ゲ
ー
ト
に
入
り
、ス
タ
ー

ト
。
ほ
ん
と
、ス
ピ
ー
ド
感
、

必
死
感
が
伝
わ
っ
て
き
、
観

衆
の
声
援
も
、
自
分
達
の
も

加
わ
り
、
緊
張
感
い
っ
ぱ
い

で
し
た
。

　

場
内
は
デ
ジ
タ
ル
化
が
進

ん
で
お
り
、
投
票
券
の
売
場

を
は
じ
め
、
ト
イ
レ
、
レ
ス

ト
ラ
ン
な
ど
、
便
利
で
快
適

に
楽
し
め
る
施
設
で
あ
る
と

思
い
ま
し
た
。

　

投
票
券
は
賭
け
ご
と
と
し

て
得
し
た
い
も
の
で
す
が
か

な
り
勉
強
が
い
り
そ
う
で

　

近
頃
の
ワ
ン
コ
と
言
え

ば
、雑
種
ノ
ラ
犬
で
は
な
く
、

血
統
書
付
き
の
立
派
な
ワ
ン

コ
で
、
家
族
と
一
緒
に
寝
起

き
を
し
て
、
餌
も
残
飯
で
は

な
く
、
栄
養
価
の
高
い
ド
ッ

グ
フ
ー
ド
を
食
べ
、
家
族
と

一
緒
に
入
浴
し
、
散
歩
に
出

て
帰
っ
て
く
る
と
足
裏
を
拭

い
た
り
、
洗
っ
て
も
ら
っ
た

り
し
て
、
家
の
中
で
家
族
の

一
員
と
し
て
生
活
し
て
い
ま

す
。
病
気
に
な
る
と
動
物
病

院
で
看
て
も
ら
っ
た
り
、
時

に
は
人
間
と
同
じ
、
糖
尿
病

の
治
療
。
高
齢
犬
の
骨
折
手

術
な
ど
手
掛
け
て
も
ら
う
の

で
す
。
人
間
程
も
寿
命
が
長

く
な
い
の
で
20
年
前
後
で
亡

く
な
っ
て
し
ま
う
場
合
が
多

い
よ
う
で
す
。
ワ
ン
コ
の
火

葬
車
で
亡
骸
と
な
り
、
動
物

霊
園
に
埋
葬
し
て
も
ら
っ

て
、
人
間
と
同
じ
よ
う
に
春

と
秋
に
法
要
を
し
て
も
ら
っ

て
、
ワ
ン
コ
は
生
前
同
様
に

大
切
に
さ
れ
て
、
平
和
な
家

族
の
一
員
と
し
て
思
い
出
の

中
で
も
生
き
続
け
て
ゆ
く
の

で
す
ね
。

す
。
複
雑
な
馬
の
名
前
、
そ

の
経
歴
、
成
績
な
ど
を
頭
に

入
れ
て
購
入
す
る
ら
し
い
の

で
す
が
、
私
に
は
無
理
で
し

た
。

　

バ
ク
チ
は
反
社
会
的
で
、

競
馬
も
そ
の
一
面
は
持
っ
て

い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
け

れ
ど
も
、
食
わ
ず
嫌
い
で
は

勿
体
な
い
、
た
の
し
い
ひ

と
と
き
を
経
験
可
能
な
レ

ジ
ャ
ー
だ
と
思
い
ま
す
。

　

大
阪
市
に
で
き
る
と
い
う

カ
ジ
ノ
も
楽
し
み
で
す
。

青
山
台
地
区
第
３
青
寿
会　

藤
本
　
輝
夫

勇
壮
華
麗
　
ひ
ろ
し
ま
神
楽

勇
壮
華
麗
　
ひ
ろ
し
ま
神
楽

【
４
０
０
年
の
歴
史
を
育
む
「
郷
土
芸
能
」

【
４
０
０
年
の
歴
史
を
育
む
「
郷
土
芸
能
」】】

　

広
島
県
の
中
国
山
地
に

伝
わ
る
郷
土
芸
能
「
ひ
ろ

し
ま
神
楽
」
の
大
阪
公
演

が
、
５
月
13
日
、
メ
ル
パ

ル
ク
ホ
ー
ル
大
阪
に
て
、

昼
夜
２
部
構
成
で
行
わ
れ

多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
。

　

吹
高
連
か
ら
も
多
く
の

方
が
参
加
し
、
中
国
山
地

に
秘
め
ら
れ
た
４
０
０
年

の
歴
史
の
「
ひ
ろ
し
ま
神

楽
」
を
鑑
賞
し
た
。

　

ひ
ろ
し
ま
神
楽
は
、
金

糸
銀
糸
の
刺
繡
な
ど
が
施
さ

れ
た
豪
華
な
衣
装
を
ま
と
っ

た
舞
手
が
、
太
鼓
や
笛
の
神

楽
ば
や
し
の
音
色
に
乗
っ
て

華
麗
に
舞
い
、
神
話
な
ど
の

題
材
を
基
に
し
た
ス
ト
ー

リ
ー
を
演
じ
る
も
の
で
あ

る
。

　

広
島
県
で
は
県
内
に
約

３
０
０
も
の
神
楽
団
が
活
動

し
、
技
を
競
い
合
う
「
競
技

大
会
」
が
各
地
で
開
か
れ
、

農
山
村
の
娯
楽
と
し
て
発
展

し
て
き
た
。
神
楽
の
盛
ん
な

県
北
部
の
安
芸
高
田
市
は
、

神
楽
の
魅
力
を
発
信
す
る
た

め
、
こ
れ
ま
で
に
東
京
で
９

回
公
演
を
し
た
が
、
大
阪
公

演
は
長
年
の
念
願
で
あ
っ

た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
何
度
も
計

画
が
中
止
に
な
っ
た
が
、
昨

年
や
っ
と
大
阪
公
演
が
実
現

し
、
今
年
で
２
回
目
の
公
演

と
な
っ
た
。
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わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

吹
二
地
区
北
泉
三
長
寿
会　

柾
木
美
枝
子

吹
一
吹
六
地
区
第
十
楠
会　

楓
　
百
合
子

虐
め
虐
め

四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー

　

季
節
は
ず
れ
の
服
を
着

て
、
髪
が
伸
び
た
小
学
生
。

自
分
を
意
識
す
る
年
令
、
友

を
い
じ
め
て
い
る
現
場
を
見

た
。
下
校
中
の
５
、６
人
男

子
中
学
生
「
転
校
し
て
来
た

子
、
ず
っ
と
泣
い
と
っ
た
」

　

私
の
と
こ
ろ
に
狭
庭
が
あ
っ

て
、
と
こ
ろ
狭
し
と
樹
木
や

草
な
ど
が
植
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
主
人
が
へ
夕
の
よ
こ
好
き

で
園
芸
ら
し
い
姿
を
見
せ
て

く
れ
て
い
ま
す
。
花
が
咲
く

と一早
く
切
って
花
瓶
に
挿
す

の
が
私
の
得
意
と
す
る
と
こ

ろ
で
す
。 

私
が
主
人
に
こ
れ

ど
う
と
聞
く
と
、楓
流
家
元
！

と
言
って
褒
め
て
く
れ
ま
す
。

　

数
年
前
の
母
の
日
に
贈
ら

れ
て
き
た
花
の
中
に
、一粒
の

四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
の
種
が

あ
っ
て
、
植
木
鉢
に
埋
め
て

い
た
の
が
他
の
鉢
と
土
の
入

れ
替
え
な
ど
で
行
方
不
明
に

な
って
い
ま
し
た
。
今
年
は
そ

の
種
が
生
長
し
て
出
て
き
た

の
で
、
青
し
そ
の
植
木
鉢
に

入
れ
た
ら
、
す
ぐ
に
芽
が
出

て
、
四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
に

な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
花
が

咲
い
て
、
球
根
以
外
の
と
こ
ろ

か
ら
も
芽
吹
い
て
き
ま
し
た
。

こ
と
も
な
げ
に
言
い
放
つ

子
、
そ
の
言
葉
に
、
私
は
苦

し
く
な
っ
た
。
中
学
校
へ
デ

ン
ワ
し
た
ら
、「
担
当
の
者

に
ち
ゃ
ん
と
伝
え
ま
す
」
と

の
こ
と
、
ひ
と
ま
ず
落
ち
着

く
。

河
川
の
堤
防
な
ど
に
三
ツ
葉
の
ク

ロ
ー
バ
ー
が
あ
って
可
憐
な
花
を

摘
み
王
冠
リ
ン
グ
を
作
り
、
三

ツ
葉
の
中
か
ら
四
ツ
葉
を
探
す

と
幸
福
に
な
る
と
聞
か
さ
れ
て
い

て
、懸
命
に
探
し
た
も
の
で
し
た
。

　

今
で
は
私
の
家
の
植
木
鉢

いっ
ぱ
い
四
ツ
葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
が

繁
って
く
れ
て
い
ま
す
。
お
近
く

に
お
越
し
の
節
は
、
ぜ
ひ
、
四
ツ

葉
の
ク
ロ
ー
バ
ー
を
見
に
来
て
く

だ
さ
い
ね
。（
笑
）

吹
一
吹
六
地
区
第
七
楠
会　

芦
田
　
文
代

　

吹
田
市
の
ゆ
る
キ
ャ
ラ
で

あ
る
「
す
い
た
ん
」
は
吹
田

く
わ
い
を
モ
チ
ー
フ
と
し
て

作
ら
れ
ま
し
た
。

　

吹
田
く
わ
い
は
現
在
Ｎ
Ｈ

Ｋ
の
朝
の
連
続
テ
レ
ビ
小
説

の
主
人
公
の
モ
デ
ル
と
な
っ

て
い
る
「
牧
野
富
太
郎
氏
」

が
植
物
学
的
研
究
を
行
い
、

吹
田
く
わ
い
の
学
名
を
「
ス

イ
テ
ン
シ
ス
」
と
名
付
け
ら

れ
、
ま
た
吹
田
く
わ
い
は
昔

吹
田
く
わ
い

吹
田
く
わ
い中

国
か
ら
輸
入
さ
れ
た
一
般

の
く
わ
い
の
一
品
種
で
は
な

く
、「
オ
モ
ダ
カ
」
が
吹
田

の
肥
沃
な
土
地
で
成
長
、
進

化
し
た
も
の
で
吹
田
原
産
で

あ
る
こ
と
を
明
確
に
さ
れ
ま

し
た
。（
一
般
に
出
回
っ
て

い
る
白
く
わ
い
と
青
く
わ
い

は
中
国
が
原
産
地
で
す
）

　

昔
は
川
辺
や
田
ん
ぼ
に
自

然
の
ま
ま
生
え
て
い
ま
し

た
。
江
戸
時
代
か
ら
明
治
維

新
ま
で
２
０
０
年
近
く
の

間
、
京
都
御
所
へ
献
上
さ
れ

て
い
た
ほ
ど
の
野
菜
で
す
。

そ
の
吹
田
く
わ
い
は
な
に
わ

の
伝
統
野
菜
の
一
つ
に
含
ま

れ
て
い
ま
す
。（
現
在
「
な

に
わ
の
伝
統
野
菜
」
は
19
種

あ
り
ま
す
。）

　

ど
う
し
て
い
じ
め
ら
れ
る

の
？
そ
の
訳
が
わ
か
ら
な
い

と
い
っ
そ
う
苦
し
い
だ
ろ

う
。
折
し
も
、
テ
レ
ビ
で
幼

い
頃
か
ら
教
育
で
、
時
間
を

と
り
思
い
や
り
の
心
を
育
む

国
が
あ
る
。
う
ま
く
い
っ
て

い
る
と
の
こ
と
、
い
じ
め
を

受
け
て
も
、
凌
い
で
過
ご
せ

ば
、
楽
し
い
時
が
訪
れ
、
人

の
心
も
理
解
出
来
る
未
来
に

思
い
を
馳
せ
て
ほ
し
い
。

A・段 B・級

優　勝 三宅 庄太郎 （豊一） 出口 俊一 （豊一）

準優勝 田口 利昭 （西山田） 南　博文 （豊一）

第 38 回将棋大会成績第 38 回将棋大会成績表表
　吹高連第38回将棋大会が、3月15日に高齢者生きが　吹高連第38回将棋大会が、3月15日に高齢者生きが
い活動センターにおいて開催されました。昨年度よりもい活動センターにおいて開催されました。昨年度よりも
参加者が増え、30名による白熱した頭脳戦となりました。参加者が増え、30名による白熱した頭脳戦となりました。

吹高連　民謡クラブへのお誘い吹高連　民謡クラブへのお誘い
「リズムを付けて大声を出して歌う」は、身体的にも精神的にも良く、健康寿命を延ばす、と言われています。寝たきり時間を「リズムを付けて大声を出して歌う」は、身体的にも精神的にも良く、健康寿命を延ばす、と言われています。寝たきり時間を
短くすることにも繋がります。教室を終えての帰りは、元気いっぱい活力を貰って帰宅出来ます。見学だけでも一度教室を覗い短くすることにも繋がります。教室を終えての帰りは、元気いっぱい活力を貰って帰宅出来ます。見学だけでも一度教室を覗い
て見て下さい。虜になりますよ。て見て下さい。虜になりますよ。

場所：千里ニュータウンプラザ５階（阪急千里線　南千里駅直結）場所：千里ニュータウンプラザ５階（阪急千里線　南千里駅直結）
日時：第一、第三火曜日（10 時～11 時 30 分）　第一、第三木曜日（14 時～15 時 30 分）日時：第一、第三火曜日（10 時～11 時 30 分）　第一、第三木曜日（14 時～15 時 30 分）
月謝：1,500 円（月２回）月謝：1,500 円（月２回）
講師：円 昇寿（まどか しょうじゅ）先生「日本民謡　円の会」講師：円 昇寿（まどか しょうじゅ）先生「日本民謡　円の会」 生演奏の三味線で練習します
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野
本
　
夏
游

パ
ン
ジ
ー
に
人
の
笑
顔
が
揺
れ
て
い
る

木
村
　
こ
み
ち

こ
い
の
ぼ
り
平
和
を
託
し
て
仰
ぎ
見
る

両
国
　
美
江

三み
と
せ年

ぶ
り
見
上
げ
る
空
に
五
月
富
士

　
　
五
月
が
丘
地
区
南
栄
寿
会	

入
江
　
晴
菜

昏
睡
の
母
の
爪
切
る
あ
り
が
と
う

一
日
を
が
ん
ば
っ
た
ね
と
茜
雲

幸
せ
な
言
葉
の
海
を
泳
ぎ
ま
す

落
ち
込
ん
だ
声
聞
き
友
は
駆
け
つ
け
る

　
　
千
二
地
区
福
寿
会	

山
本
　
真
弓

く
た
び
れ
を
悟
ら
れ
ま
い
と
顎
疲
れ

　
　
山
二
地
区
新
芦
屋
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
新
成
会

小
杉
　
節
子

喜
寿
祝
越
え
て
嬉
し
や
親
の
年

　
　
西
山
田
地
区
茜
会	

山
崎
　
恭
子

底
力
見
せ
て
朝
活
高
齢
者

【
青
山
台
青
寿
会
川
柳
ク
ラ
ブ
】

宮
繁
　
葉
月

照
ら
さ
れ
て
月
夜
の
影
の
大
と
小

辻
　
美
寿
々

神
が
か
る
大
谷
人
気
世
界
へ
と

西
尾
　
濟
子

「
治
り
ま
す
よ
」と
医
師
の
声
冬
麗

廣
瀬
　
弥
生

二
人
居
は
頼
り
た
よ
ら
れ
花
八
手

簾
屋
　
信
子

ネ
モ
フ
ィ
ラ
の
丘
越
ゆ
る
風
夏
に
入
る
翠

横
田
　
廣
子

夏
祭
子
供
歌
舞
伎
に
泣
か
さ
れ
て

岡
本
　
　
良

水み
な
ぞ
こ底

の
鯉
の
泳
ぎ
や
水
温
む

酒
井
　
秀
治

白
無
垢
に
と
け
こ
む
蝶
の
白
さ
か
な

尾
崎
　
久
子

背
の
び
し
て
匂
ひ
を
吸
ふ
子
藤
の
花

西
上
　
禎
子

銭
形
の
巨
き
な
砂
絵
か
げ
ろ
へ
る

【
青
山
台
青
寿
会
俳
句
ク
ラ
ブ
】

櫻
葉
　
游
鳳

銭
湯
の
菖
蒲
の
匂
い
散
歩
道

吉
川
　
ま
き

我
も
い
ま
後
期
高
齢
さ
く
ら
散
る

俳
句
俳
句

　
　
竹
見
台
地
区
ひ
ま
わ
り
千
竹
会	
釘
宮
多
美
代

春
眠
し
車
内
い
づ
こ
に
猫
鳴
け
る

　
　
吹
三
地
区
六
地
蔵
六
瓢
会	

斎
藤
英
一
郎

久
々
に
箕
面
の
川
面
蛍
舞
い

【
吹
高
連
俳
句
ク
ラ
ブ
】

大
谷
三
代
子

走
り
去
る
猫
の
目
光
る
春
の
闇大

角
　
宣
子

デ
パ
地
下
の
新
茶
試
飲
の
紙
コ
ッ
プ

小
野
　
好
延

鉄
橋
を
渡
る
電
車
の
陽
炎
う
て金

澤
　
房
子

息
つ
め
て
押
す
落
款
や
冬
椿

近
藤
信
一
郎

春
寒
や
ト
ル
コ
地
震
に
思
ひ
馳
せ

辻
本
　
節
子

春
風
や
上
着
木
に
か
け
鬼
ご
っ
こ

川
柳
川
柳

佐
々
木
寛
太
郎

仰
ぎ
見
る
開
花
数
え
て
顎
外
し今

岡
き
り
ん

日
焼
け
止
め
た
っ
ぷ
り
塗
っ
て
七
千
歩

　
　
吹
一
吹
六
地
区
第
十
楠
会	

小
河
　
　
陞

杖
を
つ
き
新
幹
線
で
友
来
た
る

	

最
後
と
な
る
ら
ん
社
友
の
集
い

　
　
吹
三
地
区
六
地
蔵
六
瓢
会	

斎
藤
英
一
郎

年
老
い
て
ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
に
苦
戦
し
も

	

ス
マ
ホ
片
手
に
予
定
は
こ
な
す

　
　
山
二
地
区
新
芦
屋
シ
ニ
ア
ク
ラ
ブ
新
成
会

	

堀
井
咲
千
子

遅
る
ま
い
は
ぐ
る
ま
い
と
ど
鴨
帰
る

	

蒼
穹
深
く
吸
は
る
る
ご
と
く

短
歌
短
歌
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「久寿乃㐂」はスポンサー各位のご協力により発行しています。

　　国のデジタル化方針のもと「マイナンバー
カード」「キャッシュレス」「スマホ」と、時代
の変化についていけない位多くの種類が増えて
きました。どれをとっても、高齢者になかなか
使い勝手の悪い物ばかりです。
　その上、使えないと「不公平に」なる場合も
あります。使いこなせばメリットも多々ありま
すが、そこまでいくのが大変です。高齢者がも
うちょっと簡単に使えるように易しく出来ない
ものか？

（広報宣伝部長・石田　清）
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写真・文　石田　清（雉子畷豊寿会）

片山公園

　ぶらっと近くの公園を歩きました。桜は散った後でしたが、ツツジなどが綺麗に咲いて

いました。

　１箇所多くの花（パンジー、さくら草、きんぎょ草、ネモフィラ等）が咲いており、花

の名前に弱い私は通りかかった人に名前を教えてもらいました。

（また、忘れるかもですが・・・）　

(16)令和５年7月発行 久寿乃㐂

わたしたちは吹高連の活動をサポートしています。

第 83号

　吹田市高齢クラブ連合会会報紙
「久寿乃㐂」の発行にあたりまし
て、スポンサー各位には温かいご
協力を賜りまして、衷心深く感謝
申し上げます。
　私たち吹田市高齢クラブ連合会
会員は、この会報によって互いに
情報を交換し、活動の糧としてい
ます。
　今後とも何卒よろしくご支援賜
りますよう、お礼旁々申し上げま
す。 吹田市高齢クラブ連合会

スポンサーへの御礼スポンサーへの御礼


